
 

日 曜日 行事予定 

３ 水 憲法記念日 

４ 木 みどりの日 

５ 金 こどもの日 

１１ 木 家族遠足（ほし・かぜ親子）  

園外散歩（ひよこ・うさぎ・ぱんだ・にじ園児） 

※全園児おかず入り弁当 

１２ 金 身体測定（ほし・かぜ） 布団持ち帰り 

英語で遊ぼう（かぜ） 

１５ 月 身体測定（にじ・ぱんだ） 

フッ化物洗口開始（ほし・かぜ） 

１６ 火 身体測定（ひよこ・うさぎ） 

お話タイム（ぱんだ・ほし） 

１７ 水 避難訓練 

１８ 木 交通安全教室（かぜ）※大谷こども園交流 

１９ 金 誕生会 

２３ 火 芋苗植え（かぜ） 

２４ 水 英語で遊ぼう（かぜ） 

２５ 木 内科検診  尿検査 

２６ 金 奉仕作業①（かぜ） 布団持ち帰り 

３０ 火 花植え（ほし） 

３１ 水 園だより・給食だより発行 

・１、15日…交通安全にみんなで参加する日 
・毎日…歯ブラシ、コップ（ほし・かぜ組） 
・毎週水曜日…おにぎりの日（にじ・ほし・かぜ組） 
・毎週木曜日…絵本貸し出し   ・毎週金曜日…帽子 

・月末最終金曜日…ぞうり 

 

[おしらせ] 

・ゆらっこタイムや園外保育に出かける機会が多くなります。足に合った

運動靴を履いて登園しましょう。 

・1１日（木）は、家族遠足、園外散歩です。 

給食がありませんので､おかず入りお弁当を持参して下さい。（全児）  

※各学年の持ち物はコドモン等でお伝えします。 

・新しい生活の疲れも出やすい時期です。大人も子どもも、早寝早起きを

心掛け、十分な睡眠をとるようにしましょう。 

・門扉のチェーンを必ずかけて下さい。 

 園児の飛び出しを防止するために、ご協力をお願いします。 

・芝刈りロボット始動しました。 

 19：00～翌日 6：30 の間、園庭で芝刈りロボットが動いています。きれい

に芝を刈ってくれて助かっています。（ロボットの名前も募集予定） 

つ く し 

[5 月の教育・保育目標] 

○春の自然に触れて遊ぶ楽しさを味わう。 

○保育者や友達と一緒に体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

 

 

 

令和５年５月号    北栄町立由良こども園 

 

５ 行 事 予 定 

 過ごしやすい気温となり、園内外では園児たちの探索活動が盛

んです。「これなんだろう」「面白そう」「僕も！私も！」の思いを大

事にして、５月もたくさんのワクワクを見つけていきます。 

【６月の予定】  ※保護者関係 

○６月９日（金）同日公開参観日 
○６月９日（金）奉仕作業②（かぜ保護者） 
○６月５日（月）～１４日（金） 

 個人懇談 ※後日日程調整通知配布 

○６月２３日（金）奉仕作業③（ほし・かぜ保護者） 
〇６月３０日（金）奉仕作業④（ぱんだ・かぜ保護者） 

相談等の窓口の紹介 

◎相談・苦情等担当者 杉谷勇樹 

◎特別支援教育担当者 新名裕子 

気になることや困りごと、発達や子育てで心配なこと等があ

りましたらいつでも声を掛けて下さい。 

【お話タイム始まりました】 

 2～5 歳児を対象に隔月でお話タイ

ムを行います。北栄町図書館より司書

さんが来られ、各年齢にあった楽しい

絵本、季節の絵本の読み聞かせを行っ

てくださいます。お楽しみに。 

【英語で遊ぼうスタート】 

 かぜ組さんは隔週金曜日 10：30～

英語で遊ぼうを行います。 

 北栄町教育委員会より、「ハリスクリ

フトファー先生」においでいただいて、

英語を使った遊びや歌を楽しみます。 

さ、レッツエンジョイイングリッシュ！ 

 
[おすすめ旬の絵本コーナー] 

 
「あしたのてんきは はれ？くもり？あめ？」  
野坂勇作 さく 根本順吉 監修  

  「つばめがひくくとぶとあめ」この絵本から教わりまし

た。ニュースの天気予報を見るのも良いですが、子どもたち

と空を見上げながら明日の天気を予想するのも楽しいなと

思います。空を眺めて見たくなる絵本です。 

                      幼稚部長 杉谷 勇樹 

（事務室の職員の［おすすめ旬の絵本］をご紹介します。楽しい絵本を紹介しますので、お楽しみに！） 

研究主題 「言葉で思いを伝え合う喜びを育む」 

～言葉で思いを伝え合いたくなるような環境と援助の工夫～   

 

☆毎月の園だよりで各年齢のめざす

子ども像に向けた取り組みから育っ

てきている姿をご紹介します。 

【今年度研究の取り組み】 

☆４月は３、５歳児さん。 

３歳さんは「やさいさ

ん」の大型絵本を読ん

でいただきました。 

 今年度は『言葉』の研究を進めてきて、３年目となります。園児が自ら

自分なりに思いを伝えたくなる（言葉やしぐさ）為にはどのような保育者

のかかわりをしていくのが良いのか。また、どんな物や場を用意したら

よいのかを探ってきました。 

 その中で見えてきたこと（大事なこと）を大きく以下３点としています。 

①園児自ら話したくなるためには思いを受け止め（共感）、丁寧に返す

（応答）の姿勢やかかわりが大事 

②話そう、伝えようとする姿を育むためには「心揺さぶられる体験・直接

的な体験」が必要であり、その場や時間の保障が大事 

③絵本や歌など様々な言語環境を意図的に用意、楽しめるようにし、

様々な言語を自ら獲得していけるようにすることが大事 

今年度は以上の３点を特に重点的に意識し、園生活の中で言葉を育ん

でいきたいと思っています。 

誕生会の司会はかぜ組さんががんばります 
散歩で発見！！ 

「なんだろう？」 「面白そう」を大事に 


